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◯ ノート提出とその PDF ファイル化→スクリーン上で投影して講評














◯，2 章 1A, B, C であったが，簡便のために実際に使用したパワーポイントのタブの 2 章 1
A, B, C のみを示した（タブ 1，タブ 4）。まず，タブ 1 を学生達に示しながら15分程度を使
って前回学習項目を復習する。「アナクサゴラスについて2.72」，「プラトンの対話編/アリスト
ファネスの『雲』2.67」，「哲学という学問の在り方 カントのこと2.61」と各項目に付されて













前回の復習が終わると，その直後にタブ 2 とタブ 3 を示して，復習終了部分について改め
て理解度を学生達に自己評価させ，それをタブ 2（この日は 7 回目なので「定着度確認 7」）

















と，当日の新たな学習項目を 1 時間程度講義する。この 6 月12日の場合は，タブ 5「2．ノモ















































































































て全学生の前で P. 9 のサンプルのようなままに（各サンプル左上の A～D は 4 段階の評価を
示す），スクリーンを用いて示しながら次々と講評することができる。







. ビデオ録画と IC レコーダーによる録音
学生の自意識形成と努力を促すだけではなく，教員の側の自覚と努力も重要である。今年度
は，6 月に授業の様子をビデオに録画してそれを見ることにより自らの問題点等を検証した。
また，11月からは講義をデジタル IC 録音機で録音して，それを研究室で仕事中に BGM のよ
うに流して聞く，ということを行ってみた。録画して初めて気がついたことの一つは，私はポ
ケットに手を入れて話す癖があるということであった。また録音についても，早口であった
り，その他，話の内容に関する癖や不十分な点等に，聞き流しているだけで毎回否応なく気づ
かされることになり，授業に関する教員の自覚とそれによる改善努力にとってかなり有効であ
ると思われる。
以上，最初に述べたように大方の批判を仰ぎ，また共同して授業方法を深化させることを希
望したい。
